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消化管を支配する迷走神経の神経節、あるい
は脊髄後根神経節のin vivo イメージングの実
験系を独自に確立し、消化管感覚の感知メカニ
ズムの解明を目指しています。
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適切な摂食飲水量の調節は、生物が生きる

上で必要不可欠です。摂食飲水行動の抑制・

終了制御には消化管での栄養素や浸透圧の感

知が必要不可欠であることが示唆されてきま

したが、そのメカニズムには不明な点が多く

残されています。

我々は、消化管の感覚受容に主要な役割を

果たす迷走神経、脊髄神経の活動をリアルタ

イムで観察するために、それぞれの求心性感

覚神経節である節状神経節、脊髄後根神経節

のin vivoカルシウムイメージングの実験系を

確立しました。これまでに、このイメージン

グ実験系を用いて、腸管内への水による低浸

透圧刺激に特異的に反応する神経群を見出し

ています。

この独自に確立したイメージング実験系を

用いることで、各種栄養素の感知メカニズム

の解明や、消化管におけるGABA受容体など

の神経伝達物質受容体の役割等を明らかにし

ていきたいと考えています。
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